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取り組み２
■登山道の環境整備

御岳山：案内標識を設置

2015年～2018年の山岳遭難事故が多い上位５山

両神山：案内標識を設置

　 2015年 2016年 2017年 2018年 合計
両神山 11 3 13 8 35
武甲山 3 3 2 2 10
三峰山 5 0 2 3 10
雲取山 1 1 4 0 6
雁坂峠 1 0 4 0 5

SC取組後
遭難件数が
多い両神山
に案内板等
を設置

New写真⑪

写真⑫

図表⑯
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■案内板等の設置数（短・中期評価）

データ：秩父警察署

年度 秩父御岳山 両神山

2014 ２箇所（標識設置） －　　

2015 １０箇所（簡易標識設置） －　　

2016 ―
４箇所（標識交換）

   ２箇所（ロープ設置）
  １箇所（はしご整備）

2017　 コース整備（2017～2019）
・2箇所（総合案内板設置）

・１式（コース整備）

１箇所（くさり修繕）
   １箇所（案内板設置）

１１箇所（標識交換）

2018

■対象とした山での遭難件数（長期評価）

2014 2015 2016 2017 2018
0

2

4
4

0 0

2

0

御岳山遭難事故件数

2015 2016 2017 2018
0

10

20 11
3

13
8

両神山山岳遭難件数

認証認証

短・中期・長期評価（意識・行動・状況の変化）
データ：埼玉県、秩父市

図表⑱

図表⑰

図表⑲



写真⑧

写真⑨

写真⓾
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課 題
・農林作業中の事故が多い
・ハチ刺されによる外傷が多い

方向性 農林機具による事故防止

内容等

【内 容】
草刈機やチェ―ンソーなどの機具を安全に使用するため
の実技講習会を開催する。また、市内で開催することで、
参加者を増やす。

【対 象】 農林作業従事者

【対策委員   
会の役割】

取組みへの支援
①農林機具講習会の市内開催の支援（ハチ刺されも講習
 会で注意喚起）
②講習会等の開催チラシをホームセンターで配布

（短期）
意識・知識の変化

【指標】
農林機具の安全使用に関する意識
の変化 【測定】

アンケート調査（中期）
態度・行動の変化

【指標】
農林機具を安全に使用している人
の割合

（長期）
状態・状況の変化

【指標】
農林機具使用中の受傷者数

【測定】
救急搬送データ

27
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取り組み３

■安全講習会の開催
SC認証後
チェーンソーの取り扱
い講座開始（市内で無
料開催）

写真⑬

写真⑭

写真⑮

New

市内講習会（草刈り機）

チェーンソー取扱講座
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短・中期評価（意識・行動の変化）
■安全な使用方法の知識の向上・守っている人の割合（短・中期評価）

チェーンソー取扱講座アンケート草刈機講習会アンケート

項目 ２０１８年

講習会は必要だと
思うか

100％

講習会の内容を実
践しようと思うか

100％

草刈機使用中にケ
ガやヒヤリとしたこと

はあるか
37.9％

項目 ２０１８年

今回の講座は参考に
なった

１００％

チェーンソーの教育
を受けたことがない

　６３％

役に立つと思った部
分はどこか

メンテナンス　４１％
取扱　　　　　　２９％
安全の確保　１８％　

回答者（ｎ=１７人）回答者（ｎ=３０人）

データ：秩父市

図表⑳ 図表㉑



長期評価（状況の変化）と現況
■農林機具による事故（長期評価） データ：労働災害データ（秩父労働基準監督署）
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年度 受傷者数 草刈機 チェ―ンソー 農業用機械
（管理機等）

その他
（転倒等）

２０１３ １０ １ ０ ２ ７

201４ ５ １ ０ ３ １

201５ ９ ０ １ ４ ４

201６　 ９ １ ２ ３ ３

2017 ９ ０ ０ ５ ４

2018 ５ ０ １ ０ ４

合計 ３９ ３ ３ １７ 23

デ
ー
タ
：
救
急
搬
送
デ
ー
タ
（
秩
父
消
防
本
部
）

図表㉓

図表㉕
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林業 受傷者数 図表㉔



課 題
・農林作業中の事故が多い
・ハチ刺されによる外傷が多い

方向性 農林機具による事故防止

内容等

【内 容】
初心者が機具を購入しやすいホームセンターで安全使
用を呼びかけるチラシを配布する。また、町会を通じ
て回覧する。

【対 象】
趣味で農作業をする人、町会でボランティア作業をす
る人

【対策委員
会の役割】

取組みを実施
①ホームセンターへお願いし、注意喚起チラシ及び講
 習会案内チラシを配布
②市報や市内回覧で注意喚起を実施 

（短期）
意識・知識の変化

【指標】
啓発チラシの配布枚数

【測定】秩父市データ

（中期）
態度・行動の変化

農林機具を安全に使用している人
の割合

【測定】
アンケート調査

（長期）
状態・状況の変化

【指標】
農林機具使用中の受傷者数

【測定】
救急搬送データ

31



32

取り組み４
■チラシの配布　新規

草刈機使用啓発チラシ

New

SC認証後
講座の開催チラシをホームセンターで配布
（チェーンソーの取り扱い講座）
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短・中期・長期評価（意識・行動・状況の変化）

■チラシ配布数（短期評価）

データ：安全・安心なまちづくりに関する市民意識調査アンケート

年度
設置数（市内ホー
ムセンター）

配布数

2015 4店 ３００枚

2016 ４店 ４００枚

2017 ４店 １００枚

2018 ４店 ２００枚

■安全使用の割合（中期評価）
ホームセン
ターでのチ
ラシの配布

2019 2022

周知度
１４％

（ｎ=１０６０）

安全使用の
割合

３９％
（ｎ=１５３）

周知度・割
合の上昇を
目指す

■農林機具による事故（長期評価）

データ：救急搬送データ（秩父消防本部）

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
0
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10
10

5
9 9 9

5

農林作業中の 受傷者数
図表㉓

図表㉖ 図表㉗



課 題 サイクリングの事故が多い

方向性 サイクリング中の安全確保

内容等

【内容】
既存のサイクリングマップに危険箇所を掲載し、
サイクリストに注意を促す。次回、増刷時に危険
ポイントの掲載を増やす。

【対象】 サイクリスト

【対策委員
会の役割】

取組みの支援
①サイクリングマップ配布箇所の増設
②サイクリングマップの危険箇所の掲載を増やす

（短期）
意識・知識の変化

【指標】
マップの配布枚数と配布箇所数

【測定方法】
秩父市データ

（中期）
態度・行動の変化

【指標】
サイクリングマップを活用して
いる人の割合

【測定方法】
アンケート調査

（長期）
状態・状況の変化

【指標】
サイクリングでの受傷者数

【測定方法】
救急搬送データ
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取り組み５
■サイクリングマップの活用

既存のサイクリングマップ
現在、コース
の概要程度。

事故が多い
ロードレース
大会でコース
中の事故マッ
プを配布

マップを掲示

SC認証後
コンビニエンスストアでマップの
配布開始。多くのサイクリストへ
見てもらう。

空気入れ整備

New
写真⑯

写真⑰ 写真⑱
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短・中期評価（意識・行動の変化）
■チラシ配布数と配布箇所数（短期評価） データ：秩父市

■サイクリングマップをしようしている人の割合（中期評価）

年度 配布箇所数 配布枚数

2013 　　　　　　　　　　―　 サイクリングマップ66,000部印刷

2014 ２（観光課、観光案内所） ロードレース参加者へコース事故マップ配布開始

2015
１０（道の駅４箇所、秩父郡内レン

タサイクル４箇所）
―

2016 １０ ―

2017　 １０ ―

2018 ３１（コンビニエンスストア２１箇所）
7,800枚

（コンビニ6,600枚　ロードレース700枚　窓口500枚）

■サイクリングマップの活用割合（中期評価）
サイクリングマップの配布 2019 2022

周知度 １３％（ｎ=１０５２）

活用の割合 ２９％（ｎ=１３８）

データ：安全・安心なまちづくりに関する市民意識調査アンケート

周知度・割合の
上昇を目指す

図表㉘

図表㉙
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長期評価（状況の変化）と現況
■サイクリング受傷者数（長期評価）

データ：救急搬送データ（秩父消防本部）
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図表㉚

図表㉛

 大型公園内

図表⑧

 大型公園内



課 題 サイクリングでの事故が多い

方向性 サイクリング中の安全確保

内容等

【内容】
自転車の空気入れ、パンク修理キットなどを設置
した「自転車安全ポイント」を増設する。また、
利用者が少ないことから周知をする。

【対象】 サイクリスト

【対策委員
会の役割】

取組みへの支援
①自転車安全ポイントの周知・増設
②サイクルステーションの活用とヘルメットの着
 用促進

（短期）
意識・知識の変化

【指標】
安全ポイントの認知度

【測定方法】
アンケート調査（中期）

態度・行動の変化

【指標】
安全ポイントを活用している
人の割合

（長期）
状態・状況の変化

【指標】
サイクリングでの受傷者数

【測定方法】
救急搬送データ

38
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取り組み６
■自転車安全ポイントの周知

自転車安全ポイント
（サイクルステーション）

■自転車安全ポイントの設置
年度 設置数

2013 ４箇所（市内道の駅）

2014 ５箇所（サイクルステーション）

2015 ５箇所（のぼり旗を設置し周知）

2018 ２６箇所（コンビニエンスストア２１箇所追加）

サイクルラック

SC認証後 
コンビニエンスストアを自転車安全ポイ
ントととして活用。

New

ヘルメットも貸出

図表㉜

写真⑲

写真⑳ 写真㉑

写真㉒
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短・中期・長期評価（意識・行動・状況の変化）

■安全ポイントの認知度（短期評価） 活用している人の割合（中期評価）

自転車安全ポイント 2019 2022

認知度 ９％（ｎ=１０４８）

活用の割合 ３８％（ｎ=９８）
認知度・割合の
上昇を目指す

データ：安全・安心なまちづくりに関する市民意識調査アンケート

■サイクリング受傷者数（長期評価）
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データ：救急搬送データ（秩父消防本部）

図表㉝

図表㉚



まとめ①（取組みの成果）
成    果

山岳
★山岳遭難件数は減少傾向である。
★環境整備の取組みを行った秩父御岳山の
 山岳遭難件数も減少した。

農林機具
★農林機具講習会参加者の実践行動への意
 識が高くなっている。

サイクリング
★サイクリストの利用が多い「コンビニエ
 ンスストア」の活用を開始できた。

図表㉞
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7.4%

38.1%

32.2%

15.7%

6.6%

0.0% 50.0%

１．とても不安

２．少し不安

３．どちらともいえない

４．あまり不安でない

５．まったく不安でない

余暇・スポーツ・アウトドアレジャーで

の事故に対する不安(n=1,086)

42出典：秩父市安全・安心なまちづくりアンケート

余暇・スポーツでの不安感の減少

余暇・スポーツでの事故やケガに関する不安感は減少傾向にある。
45.5％（約半数）から36.3％へ減少。

45.5％

4.8%

31.5%

44.4%

19.3%

0.0% 50.0%

１．とても不安

２．やや不安

３．あまり不安はない

４．ほとんど不安はない

余暇・スポーツでの事故やケガ
に対する不安(n=1,260）

2016年2013年 36.3％

まとめ②（アンケート成果）

図表㉟
図表㊱



まとめ③（評価による振り返り）
      新たな課題

山岳

①「安全な登山を行っている人」の割合
 が低い。
②評価を示すための「登山者へのアン
 ケートの実施」が困難。
③「両神山に対する環境整備」が、なか
 なか結果に結びつかない。

農林機具

①「管理機・耕運機の巻き込まれ事故」
 が増えている。
②「農林機具を安全使用している人」の
 割合が低い。

サイクリング

①「サイクリング（競技種目）の受傷」
 が多くなっている。
②「サイクリングマップと自転車安全ポ
 イントの認知度」が低い。

図表㊲
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まとめ③（振り返りによる対応）
課題への今後の対応

山岳
①無理のない安全な登山実施者を増やして
 いく。
②両神山の継続整備を実施していく。

農林機具
①管理機・耕運機によるケガ等の調査を実
 施し、取扱についても啓発をする。
②農林機具の安全使用者を増やしていく。

サイクリング

①競技種目は、環境整備面での対策を研究
 していく。また、その性質からＳＣと切
 り離していくことも考える。
②店側と相談し、コンビニエンスストアの
 活用を図り、のぼり旗等の整備も進める。

図表㊲
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ご清聴ありがとうございました！


